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on  three species of H erposiphollia  (C巴ramiales，R hodophyta) found 
in Japan 
日本に生育する紅旗ヒメゴケ属 H er・posiphonia (イギス目

フジマツモ科) 3種を記載し，属内の分類学的形質について
考話雪 した。フトヒ メゴケ H erposiphon.ia crassαH ollenberg  
は日本からは最初の報告で，太い主Ilil[j (直径 200-350μm)
と太い短条( 限定成長する校，直径 100-200μm) をもつ
こと，短条は比較的短く(長さ 400-1 200μm ) 多くの周心
細胞からなり( 節あたり 15-1 9個)， 3本( 時に 2 本また
は4本) のよく発達した毛状校( 長さ l.8-2.5 m m，基音11
の直径 50-75μm) を形成することによって特徴づけられ
る。ナガホ ノヒメゴケ H erposiph.onia elongata  M asuda  et  
K o g a m巴も日本新産種であり，袈果を付け る短条が顕著に
肥大成長する ことと精子襲校が長く イ1*1長 した不稔の先端部を
もつこ とによって特徴づけられる。ヒメゴケ H erposψhonia
fissidentoides (H o l mes) O k a m ura については，以下の特徴
が新たにみつかった :仮根は周心細胞の先端に加えて，中央
剖1からも形成されること， 栄養毛状校を欠いていること， プ
ロカルプを生じる毛状校と精子襲枝は短い長条 u!!q浪成長す
る校) 上の生殖短条に形成される こと， 襲架に時に短い距
が見られる こと， および極端に大きい四分JJ包子襲 (1 30-150
μm) をもつこ と。(北大 ・院組 ・生物科学)
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を付して形態的特徴を記載した。これらの種の日本における
生育地は，北西太平洋における地理的分布の北限を示すもの
である。ナガゲダジア Dasya longポla M a suda  et K oga me  
は小型で、疎らに皮!習を生じる主唱11，介生分裂を伴う長い偽校，
および凹分胞子袈托と柑子襲枝それぞれが生殖偽校あたり少
数形成される ことによって特徴づけられる。カクレクダノリ
Endosiphoniαhorrida  (c. A g ardh)  P. 
|吻合して主]1411の不明瞭なブッシュ状の株を形成すること，内
側の皮層細胞が1:1:IIlilll綱1])1包な らびに周心細胞と同じ長さになる

徴づけられる。ハリガネソゾ Lαurencua jlexilis Setchell は，

と，栄養自iあたり 41mlの周心創]]胞を形成すること，および隣
り合った皮周最外国制胞聞に縦方向の二次的監孔連絡がない
ことによって特徴づけられる。(北大 ・院理 ・生物科学)

英文誌 5 4 巻 3 号表紙
不動精子を媒精して 30分後のタ守ル
ス属 sp. (紅藻ダルス目) の雌性配
偶体 (倭生体)0 D A P I染色したも
のを蛍光顕微鏡で撮影。

千葉県立中央|専物館分館海の陣物館では，平成 19年 4 月8 日( 日) まで，
絶滅のおそれのあるアサクサノ リを中心に，ノリの生きものとしての姿を紹介
する企画展示「平成 18年度マ リンサイエンスギャラ リー アサクサノ リーノ
リの自然誌ー」を|淵 @しています。ノリの分類や生活史，絶滅危倶種のノ リの
現状， 今冬に東京湾で行われたアサクサノリ養殖の徹子などを紹介しています。
また会場では，1::1本産のノ リ28種の標本写真なども載せた展示解説書も配布
しています。この機会にぜひノ リについて理解を深めていただければ幸いです。

千葉県立中央博物館分館海の博物館
交通 :JR外房総約j京駅下車徒歩 15分 ;!日付m駅下111 タクシー 10分。
入館料 :一般 200 円， 高校 ・大学生 100 円，1:1こl学生以下と 65才以上は1!1¥料。
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